


































































②第 2回（10月 30日） 





の場合，3 乗の 3 から約数が 3 個できあがって，それに約数の 1 はかならずあるから，3
に 1を加えて（約数の個数は）4個になる。」と説明し，さらに，グループ活動のために教
師が用いた 28 の例も使って，「28 は素因数分解すると，22×7 で 指数の数は 2 と 1 に
なるから，約数の個数は，2＋1＋1 で 5個になる。」と続けた。ここで，他の生徒から「え
 1， 2， 4， 5， 8， 10 
















③それで 2のところが 3つあるんですよ。 
④いや違う…いやいいんだ。 
⑤それで 7 の方は，1 と 7 で，それでこっちとこ
っちをかけると，6個。 





















28 ＝ 22   ×   7 
1       1 
（生徒の板書） 
28 ＝ 22    ×   7 



















































































あった。特に次の 3 人の生徒との出来事が印象的である。 
一人目の生徒は，テストを返却したとき，「授業以外にも，あんなにやったのに…」とい
つも以上に悔しがっていた。確かに，点数は以前とそれほど変わらないものの，その答案
用紙は，それまでのものとは雲泥の差であることは採点時に感じていたので，「君が，授業
中も，そして家でも練習したことは伝わってるよ」と答え，その後もことあるごとにやり
取りをするようになり，現在でも，今後につなげようとしている。 
二人目は，それまでの授業は，伏せて寝てみせるような態度をとるような生徒だったの
だが，少しずつ授業に関わるようになった上，期末テストの結果についての感想を書かせ
ると，「もう少し頑張りたかった。授業は楽しかったけどたまに前日徹夜した日などは寝て
しまい，すごく残念だった。次は頑張りたい」と書いてあり，彼の率直な思いをやり取り
できたと思う。この言葉通り，現在，授業は彼なりではあるが，頑張ろうとしている姿を
見せてくれている。 
最後の生徒は，後日の授業中でのことである。別の問題を解いているときに，「そういえ
ば，この『数』の約数の個数はいくつ？」と質問すると，「忘れました」という返答があっ
た。忘れてしまったことに対しては残念だったが，この生徒は，いままで既習事項のほと
んどを「わかりません」という答えですぐに済まそうとしていた（内容について興味も無
いということ）のだが，今回については教わった（発見した）という事実については印象
に残っていた発言であると，私はポジティブ（過ぎるか？）に評価している。 
ここまで書いたような生徒の変化は，「整数」という単元の特殊性や，学年全体の学習に
むけた取り組みの効果などが融合した結果なのかもしれない。しかし，自分自身が授業後
に感じる今までとは違った爽快感を持っているのは確かである。これからも，教材の厳選
を続け，実験や観察といった作業を通じたグループ学習を織り交ぜて活発な授業を作って
いきたい。 
最後になりましたが，佐藤先生をはじめ，本校の副校長などいろいろな方から，授業前，
授業後にアイディアや示唆を頂いたこと，そして，分科会での発表の後，質問を熱心にし
てくれた学生の熱意など，たくさんの財産を頂きました。本当に感謝します。 
 
４）何に向かって働きかけるか～おわりにかえて 
最後に，今回の企画を通して気づかされたことを書いておきたい。それは教師の働きか
けの対象である。私たちは，ついテストで問題が解けたかどうかにばかり目が行ってしま
いがちだが，働きかけの本当の対象はそのようなところにあるのではなく，生徒が前に進
もうとしているか，困難な課題から目をそらさずに前を見ようとしているかというところ
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にあるのではないか。今回の授業の後，「授業以外にも，あんなにやったのに…」，「すごく
残念だった」という声が聞かれたという。このことは，まだ見つかっていない何事か見つ
けようとした今回の授業を通して，生徒が確かに学んだことを私たちに教えているように
思われる。 
 最後になりましたが，授業作りに関わる機会をくださった岩間先生，および実験的な授
業を勧めていただき，いろんなアドバイスもくださった副校長先生に感謝いたします。 
